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　ワークショップ　 ❶

触れる、つくる、感じる　木育エンパワメント
─ 木に触れる・つくる体験を通して ─

松井勅尚（岐阜県立森林文化アカデミー 教授）

雲山晃成（美濃保育園 園長）

野倉照子（下牧保育園 園長）

　「木育」とは、すべての人が木と触れ合い、木に学び、
木と生きる取り組みであり、人と木や森とのかかわり
を主体的に考える、豊かな心を育むことを目指した教
育活動です。
　日本はフィンランド、スウェーデンと並び世界有数
の森林国であり、「木の文化の国」と言われています。
私たちは身近にある木を生かし、家や暮らしの道具を
つくり、生活してきました。その蓄積を「木の文化」
と呼ぶのでしょう。
　私たち日本人は、物質的なだけでなく、精神的にも、
木（樹）に支えられ、時に励まされ、まさに「木と生
きる」生活をしてきたのではないでしょうか。
　しかし、昨今の生活環境は、如何でしょう。子ども
を健やかに育むためのおもちゃの素材は化石資源であ
るプラスティック等が主流を占めているのではないで
しょうか？　また、皆さんのまわりの床や壁、机や椅
子、食器等は何でできていますか？
　環境への負荷が少ない生活スタイルを受け入れ、新
しい価値観を創成することは、人間のみならず、地球
をエンパワメントするために欠かせない事実でありな
がら、他の様々な価値観により進まない現実があるよ
うに思います。
　平成 22 年度から、岐阜県美濃市内の２園にて、林
野庁補助事業「就学前児童とその保護者に対する木育
カリキュラム開発及び効果測定」の研究が進行中です。
これは、年少親子に対して木育を取り入れたプログラ
ムを実施することにより、どのように育まれるのか？
　同一親子を 3 年間継続して効果測定する研究です。
　本ワークショップでは、木育を保育に取り入れた２
園での進捗報告を、実際に使った教材やサンプル等も

展示し、触れて感じていただきます。また、木でつく
る体験を通して、どのような視点を獲得できるか？　
エンパワメントにつながるか？　皆さんと場を共有し
たいと考えます。
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